
※　議決結果は次ページへ続く

37 市議会だより/16.7 36

 

第 52号
H28.7.15 発行

発行 : 飯山市議会
編集：議会だより編集委員会

TEL:0269-62-3111
FAX:0269-62-0005

HP : http://www.city.iiyama.nagano.jp/gikai/
E-mail : gikai@city.iiyama.nagano.jp　　　　

市
議
会
だ
よ
り

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名　　　　 荻
原
洋
平

松
本
淳
一

西
澤
一
彦

江
沢
岸
生

飯
田
健
一

市
川
久
芳

渋
川
芳
三

渡
辺
美
智
子

高
山
恒
夫

石
田
克
男

竹
井
政
志

久
保
田
幸
治

山
﨑
一
郎

小
林
喜
美
治

上
松
永
林

議
決
結
果

　　　　　　　議案等名

78 議決事項の変更について
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ － － － － － 長 ○ － － ○ ○ － 可決

79 字の区域の変更について
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 － － － ○ ○ ○ 長 ○ － － ○ ○ － － ○ 可決

80
専決処分事項の承認を求めることについて                                          
【平成 27年度飯山市一般会計補正予算 (第 13号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

81
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第 5号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

82
専決処分事項の承認を求めることについて                                               
【平成 27年度飯山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

83
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成27年度飯山市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

84
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市福祉企業センター特別会計補正予算（第３号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

85
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市簡易水道等特別会計補正予算（第５号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

86
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

87
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

88
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市介護保険特別会計補正予算（第５号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

89
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第３号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

90
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

91
専決処分事項の承認を求めることについて
【平成 27年度飯山市水道事業会計補正予算（第４号）】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 承認

92
専決処分事項の承認を求めることについて
【飯山市税条例等の一部を改正する条例】

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
委員会 ○ ○ ○ － － － － － 長 ○ － － ○ ○ － 承認

＊　表決の詳細は下記の議決結果のとおり。
＊　長は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊　「－」　　は別委員会のため表決権はありません。

議
長
所
感
　
　

6 月定例会議決結果
  ○＝賛成　　●＝反対

　

当
市
の
６
月
定
例
会
が
先
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
を
通
じ
て
議
会
、
そ
し
て
議
員
の
有
り
方
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
今
議
会
の
一
般

質
問
を
見
る
に
つ
け
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
で
は
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
に
と
一
問
一
答

を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
議
員
の
質
問
に
は
自
ら

の
意
見
を
と
う
と
う
と
述
べ
て
答
弁
は
要
ら
な
い
と
い
う

も
の
や
、
い
ろ
い
ろ
な
数
字
を
質
問
と
し
て
聞
い
て
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
や
り
取
り
も
な
く
次
の
質
問
に
移
る
な

ど
、
行
政
側
と
の
議
論
の
深
ま
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
質
問

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
は
議
場
に
お
い
て
ど
ん
な
内
容
の
質
問
や

発
言
を
し
て
も
良
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
議
会
で
は
、

議
場
に
お
け
る
一
般
質
問
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
の
質
問

も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
個
人
や
企
業
が
特
定
さ
れ
る

質
問
に
関
し
て
は
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

議
論
が
深
ま
る
よ
う
自
ら
研
鑽
を
す
る
こ
と
は
勿
論

で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
議
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
議

会
に
臨
ん
で
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
に
向
け
て
、
今
後
、
議
会
運
営
委
員
会
や

議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
し
っ
か
り
と
詰
め
、
議
員
全
員

協
議
会
等
で
議
論
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
４
月
号
よ
り
新
形
式
に
な
り

ま
し
た
。
個
々
の
議
員
の
質
問
を
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
の

ご
意
見
が
有
り
ま
し
た
が
、
以
前
よ
り
議
会
の
動
き
が

分
か
っ
て
良
い
と
の
評
価
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

議
員
全
員
協
議
会
に
諮
り
、
当
面
は
こ
の
形
式
を
続
け
て

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
良
い
紙
面
に
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
22
日
ま

で
の
17
日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
に
は
市
長
か
ら
、
補
正
予
算
案

３
件
、
条
例
案
５
件
、
事
件
案
（
専
決
処
分

含
む
）
15
件
及
び
報
告
４
件
が
提
出
さ
れ
、

上
程
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
質
問
を
13
日
か
ら
15
日
の

３
日
間
行
い
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
審
査
を

16
日
か
ら
17
日
午
前
の
1
日
半
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
お
よ
び
産
業
民
生
常
任
委
員
会
審
査

議
長
　
佐
藤
　
正
夫
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案
番
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　　　　　　　議案等名

70 平成 28年度飯山市一般会計補正予算（第１号）
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 長 ● ○ 可決

71 平成 28年度飯山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 可決

72 平成 28年度飯山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 可決

73
飯山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ － － － － － 長 ○ － － ○ ● － 可決

74 飯山市学校設置条例の一部を改正する条例
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ － － － － － 長 ○ － － ○ ○ － 可決

75 飯山市中学校給食センター条例の一部を改正する条例
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ － － － － － 長 ○ － － ○ ○ － 可決

76 飯山市都市公園条例の一部を改正する条例
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 － － － ○ ○ ○ 長 ○ － － ○ ○ － － ○ 可決

77 飯山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委員会 ○ ○ ○ － － － － － 長 ○ － － ○ ○ － 可決

６
月
定
例
会
概
要

※　委員会審査報告等は次ページで掲載しています

を
17
日
午
後
の
半
日
間
行
い
ま
し
た
。

　

22
日
に
は
委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た

が
、
予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告
の
中
で
、

平
成
28
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の

う
ち
、
観
光
施
設
整
備
事
業
「
飯
山
駅
バ
ス

乗
り
場
シ
ェ
ル
タ
ー
建
設
工
事
」
に
つ
い
て

は
、
付
帯
決
議
を
委
員
会
で
採
択
し
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

付
帯
決
議
は
法
律
的
な
拘
束
力
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
市
長
は
決
議
を
尊
重
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

採
決
の
結
果
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
全

て
の
議
案
は
可
決
・
承
認
と
な
り
ま
し
た
。（観光交流センター 2階から 4番バス乗り場を撮影）

（千曲川口広場から 4番バス乗り場方面を撮影）

◎飯山駅千曲川口バス乗り場 待合状況
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の
活
性
化
や
町
民
の
自
主
的
で
元
気
な

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
形
で
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

こ
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
農
業
法

人
も
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
ど
ん
な
団

体
が
あ
る
の
か
と
い
う
委
員
の
質
問
に

対
し
、
訓
子
府
町
内
の
農
家
の
有
志
で

立
ち
上
げ
た
「
夢
み
ー
る
」
と
い
う
農

産
物
販
売
団
体
や
農
業
者
の
奥
さ
ん
が

集
ま
っ
た
団
体
「
野
菜
倶
楽
部
」
な
ど

が
対
象
。
ま
た
、
畜
産
関
係
の
地
元
牛

乳
を
販
売
し
て
い
る
「
ミ
ル
ク
ク
ラ
ウ

ン
」
と
い
う
会
社
が
将
来
的
に
加
工
を

手
掛
け
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
に
対
し
て
も
こ
の
事

業
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

５
月
18
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
訓

子
府
町
役
場
に
て
、
議
会
か
ら
は
上
原

豊
茂
議
長
、
西
山
由
美
子
副
議
長
を
は

じ
め
２
名
の
常
任
委
員
会
委
員
長
、
町

か
ら
は
菊
池
一
春
町
長
他
関
係
職
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
店
舗
改
修
事
業
補
助
制

度
、
店
舗
新
築
・
空
き
家
店
舗
を
活
用

し
て
の
新
規
出
店
す
る
個
人
・
団
体
へ

の
補
助
制
度
お
よ
び
町
お
こ
し
支
援
施

策
で
あ
る
『
ま
ち
づ
く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
特
別
対
策
事
業
』
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
『
ま
ち
づ
く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
特

別
対
策
事
業
』
は
、
菊
池
町
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
で
、
町

民
税
の
１
％
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

●
北
海
道
訓
子
府
町

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
後
編
）

太
平
洋
に
面
し
た
河
口
部
に
閖
上
（
ゆ

り
あ
げ
）
港
が
あ
る
。

　

３
・
11
で
は
震
度
６
強
、
津
波
は
閖

上
港
付
近
で
９
．
９
㍍
に
達
し
、
海

岸
か
ら
最
大
浸
水
距
離
は
約
５
㌖
、
河

川
で
は
名
取
川
約
８
㌖
、
増
田
川
約

７
．
６
㌖
浸
水
。
人
的
被
害
は
、
死
者

９
２
３
人
（
う
ち
未
だ
遺
体
の
発
見

さ
れ
て
い
な
い
方
39
人
）、
建
物
被
害
、

全
壊
２
８
０
１
件
、
一
部
損
壊
含
め

１
３
９
９
１
件
あ
っ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
経
て
、
３･

11

か
ら
の
震
災
復
興
計
画
を
平
成
23
年

10
月
に
市
議
会
で
議
決
。
事
業
を
平

成
32
年
ま
で
と
し
、
通
常
予
算
規
模

２
０
０
億
円
程
度
の
と
こ
ろ
、
現
年
度

６
０
０
億
円
で
事
業
執
行
し
て
い
る
。

　

人
的
配
置
は
、
国
や
県
、
そ
の
他
の

方
と
防
災
応
援
体
制
の
中
で
対
応
。

　

５
月
17
日
午
後

１
時
30
分
か
ら
名

取
市
役
所
に
て
「
東

日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
つ
い
て
」

説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

名
取
市
は
宮
城

県
南
部
に
位
置
し
、

管 外 行 政 視 察 報 告

●
平
成
27
年
度
補
正
予
算
案

審
査
に
あ
た
り
出
さ
れ
た
意
見
等

　

６
月
17
日
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

は
、
議
案
審
査
終
了
後
、
各
課
の
行
政

文
書
の
保
存
・
管
理
等
に
つ
い
て
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、
行
政
文
書
の
保
管

・「
生
活
保
護
費
の
扶
助
費
の
減
額
補
正

が
約
５
千
万
円
と
大
き
い
が
そ
の
理
由

は
？
」
と
の
質
問
が
あ
り
、「
扶
助
費
の

中
で
医
療
扶
助
費
の
１
件
当
た
り
の
金

額
が
数
百
万
円
と
大
き
い
こ
と
か
ら
、

予
算
が
無
く
て
対
応
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
多
め
に
予
算
化
し

て
あ
る
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
宮
城
県
名
取
市

◇
補
正
予
算
案

　

６
月
17
日
産
業
民
生
常
任
委
員
会
で

は
、
議
案
審
査
終
了
後
、
飯
山
市
で
始

ま
っ
た
農
福
連
携
事
業
で
作
付
け
さ
れ

る
木
島
地
区
、
岡
山
地
区
の
圃
場
に
つ

　
農
業
関
係
で
は
、
被
害
水
田
は
１
０
０

㌫
国
費
で
復
旧
。
農
業
機
械
、
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
法
人
化
し
た
り
集
落
営
農

体
制
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

市
担
当
者
と
の
意
見
交
換
の
中
で
、

特
に
感
じ
た
こ
と
は
、「
津
波
は
近
年
経

験
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
全
く
来
な
い

と
思
い
込
ん
で
い
た
。
確
か
に
市
内
に

は
昔
の
津
波
を
伝
え
る
遺
物
も
あ
っ
た

が
関
心
が
な
か
っ
た
。
今
に
し
て
み
る

と
歴
史
か
ら
学
ぶ
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
。」
と
話
す
、
説
明
者
の
言
葉

が
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
閖
上
港
近
く
に
震

災
犠
牲
者
を
偲
び
建
て
ら
れ
た
慰
霊
碑

が
あ
り
、
車
か
ら
降
り
て
手
を
合
わ
せ

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

ふるさと館貴重品特別室へ岡山地区国営農地の圃場

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
後
編
）

　

ま
た
、
併
せ
て
土
地
の
嵩
上
げ
工
事

な
ど
で
多
く
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
行
き
交

う
中
、
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
復
旧
・
復
興
を
願
い
ま
し
た
。

書
庫
や
、
ふ
る
さ
と
館
の
資
料
保
管
室
、

美
術
館
の
収
納
倉
庫
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。

　

市
の
公
文
書
は
、
文
書
管
理
規
程
な

ど
に
よ
っ
て
保
存
年
限
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
年
々
増
え
続
け
る
書
類
の

保
管
場
所
の
確
保
や
、
安
全
管
理
も
重

要
な
行
政
事
務
の
一
つ
で
す
。

　

各
施
設
で
は
、
所
有
す
る
重
要
な
書

類
や
歴
史
資
料
、美
術
品
に
つ
い
て
様
々

な
工
夫
や
努
力
で
丁
寧
に
保
管
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
保
管
さ
れ
て
い
る
書
類
や
資
料

の
絶
対
量
の
面
か
ら
、収
納
保
管
ス
ペ
ー

ス
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
あ

ら
た
め
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
議
案
審
査

名取市　郷内良治　議長

※
次
の
常
任
委
員
会
管
外
視
察
報
告
は
先
月
号
か
ら
の
続
き
と
な
り
ま
す

閖上港付近に建てられた震災慰霊碑

訓子府町　菊池一春　町長

◇
条
例
案
（
議
案
第
73
号
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
、「
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
に
関
す
る
事
務
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
使
い
事
務
の
効
率
化
を
図
る
。」
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
そ
れ
で
は
、
国
の
狙
い
ど
お

り
で
は
な
い
か
。」
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

【議案第 70号　平成 28年度
　飯山市一般会計補正予算についての付帯決議】

　議案第 70号平成 28年度飯山市一般会
計補正予算のうち、観光施設整備事業「飯
山駅バス乗り場シェルター建設工事」に
ついては、同シェルターの維持管理等に
かかる利用者負担の協議を整えてから、
工事を発注すること。

　平成 28年６月 17日
　　　飯山市議会予算決算常任委員会

（
く
ん
ね
っ
ぷ
ち
ょ
う
）

訓子府町役場にて

い
て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
島
地
区
の
圃
場
で
は
、
既
に
坂
井

芋
が
作
付
け
さ
れ
作
業
が
進
ん
で
お

り
、
岡
山
地
区
の
圃
場
で
は
、
こ
れ
か

ら
大
根
・
人
参
・
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
付
け

し
て
い
く
。
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
月

29
日
に
設
立
さ
れ
た
㈱
フ
ジ
す
ま
い
る

フ
ァ
ー
ム
飯
山
が
事
業
主
体
と
な
り
、

利
用
者
（
障
が
い
者
）
を
雇
用
し
農
産

物
の
生
産
、
収
穫
、
一
次
加
工
、
出
荷

を
行
う
。
既
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
募
集
し
10
名
の
利
用
者
（
障
が
い
者
）

が
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

旧
岡
山
小
学
校
で
の
９
月
１
日
か
ら

の
事
業
所
開
所
に
向
け
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
協
力
も
必
要

な
期
待
の
大
き
い
事
業
で
す
‼

◇
産
業
民
生
常
任
委
員
会
◇

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会
◇

・
雇
用
促
進
住
宅
の
市
営
住
宅
化
に
つ
い

て
、「
雇
用
促
進
住
宅
80
戸
の
う
ち
40
戸

近
く
が
入
居
し
て
い
な
い
。
湿
気
の
問

題
が
あ
る
と
の
こ
と
も
聞
い
た
が
、
ど

の
様
に
分
析
し
て
い
る
の
か
？
」
と
の

質
問
が
あ
り
、「
市
へ
の
譲
渡
が
決
ま
っ

た
後
、
機
構
で
募
集
を
１
年
間
止
め
て

い
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
の
一
つ
。
湿

度
へ
の
対
策
を
含
め
整
備
方
針
を
検
討

し
て
い
る
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
検

討
し
な
い
の
か
？
」
と
の
質
問
が
あ
り
、

「
雇
用
促
進
住
宅
は
廊
下
が
横
に
繋
が
っ

て
い
な
い
た
め
、
階
段
ご
と
に
全
て
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
予
算
的
に
不
可
能
な
た
め
今
の
と

こ
ろ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設
置
し
な
い
方

針
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
補
正
予
算
案

・
飯
山
駅
千
曲
川
口
４
番
バ
ス
乗
り
場

シ
ェ
ル
タ
ー
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
多

く
の
委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
予
算

執
行
に
あ
た
っ
て
の
付
帯
決
議
を
付
す

こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
最
終
日

の
委
員
長
報
告
の
中
で
付
帯
決
議
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。


